
さくら高野原 平成２３年９月９日

【目標達成計画】
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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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夜間の災害時は手薄であ
り、職員や近隣が駆けつ
けるまで時間を要する。

救命救急の講習は定期的
に受けているが、実践で
きるかが不安である。

安全確実な避難誘導を全
職員がきちんと身につけ
る。

全職員が救命救急を実践
できる。
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目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

現状における
問題点、課題

開設6年目となり、職員
も定着しつつある。慣れ
が日常化し学ぶ姿勢が薄
れる危惧がある。

介護福祉士、介護支援専
門員など、資格取得者を
増やす。

事業所名　グループホームさくら高野原

作成日　 平成23年　6月24日

恒常的に研修などへの参
加を促したり、テキスト
などを活用しながら施設
なでの指導や勉強会を開
催する。

１２ヶ月

年２回の避難訓練のみな
らず、地震の際の対応な
ど月１回ペースで図上訓
練などを通して確認す
る。

月1回開催されるカン
ファレンスの時に復習す
る形で毎回自主訓練を行
う。

１２ヶ月

１２ヶ月

一万人市民委員会宮城


